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看護部教育委員会研究発表会  
Ｈ １ ８ ．２ ．２ ４  大 研 修 室  

外 来 看 護    「入院を受け入れられない高齢者の看護 」  

        発 表  須 永 美 由 紀  小 暮 薫  中 島 悦 子  多 田 佳 子  

一 般 病 棟 看 護  「当院のプリセプターシップにおける問題点の明確化 」 

        発 表  石 塚 淑 子  河 内 基 美  宇 佐 美 博 士  石 川 久 美 子  

特 殊 疾 患 病 棟 看 護  「固形化栄養剤注入による効果を試みて 」  

        発 表  酒 井 明 子  戸 恒 久 美 子  野 木 村 栄 子  

特 殊 疾 患 病 棟 介 護  「食堂の環境を見直し、生活意欲を高める 」  

        発 表  中 島 英 人  岡 村 真 由 美  薗 田 さ つ き  

医 療 療 養 型 看 護   「誤薬事故防止マニュアル改定への取り組み 」  

        発 表  茂 呂 紀 代 美  小 山 田 僚 子  添 田 久 子  

医 療 療 養 型 介 護   「認知力障害患者様への化粧療法を試みて 」  

   発 表  阿 部 直 子  江 澤 恵 子  福 島 亮 子  

新 し い 管 理 棟 で 開 催 さ れ た 本 年 度 の 研 究 発 表 会 は 、 近 隣 病 院 ・ 施 設 ・ 関 係 者

の 方 々 に も お 集 ま り 頂 き 、 約 １ ２ ４ 名 の 参 加 と な り ま し た 。  

各 病 棟 の 取 り 組 み は 、 参 加 者 の 興 味 を そ そ っ た  

よ う で 、 発 表 後 の 質 疑 応 答 で は 盛 ん な 意 見 交 換

が 行 わ れ ま し た 。  

講 評 は 、 他 病 棟 の 代 表 が 、 テ ー マ ・ 資 料 内 容  

・  発 表 を 評 価 し ま し た が 、 感 想 を 述 べ る だ け  

で は な く 、 次 の 研 究 へ 繋 げ る ア ド バ イ ス な  

ど が あ り ま し た 。  

研 究 テ ー マ だ け で な く 、 発 表 会 全 体 の  

質 の 向 上 を 感 じ た 二 時 間 で し た 。  

 

 



 

い つ も お 世 話 に な っ て い ま す ？ 個 性 揃 い 、 い や 個 性 が 強 い ？ リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 科 で す 。 今 回 は 、 新 年 度 早 々 に リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 が ト ッ プ で 部 署

紹 介 で き る こ と を う れ し く 思 っ て い ま す 。  

ご 存 知 の こ と と は 思 い ま す が 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 に は ３ つ の 職 種 が 存

在 す る 科 で す 。 理 学 療 法 士 （ 以 下 PT）、 作 業 療 法 士 （ 以 下 OT）、 言 語 聴 覚 士

（ 以 下 ST） で す 。 新 年 度 に は 、 PT、 OT と も に 新 メ ン バ ー が 加 入 し た こ と で

PT は ９ 名 、 OT は ８ 名 と な り 、 ST２ 名 他 、 を 合 わ せ 創 立 以 来 の 21 名 と い う

大 所 帯 と な り ま し た 。 老 人 保 健 施 設 す み れ に 、 そ し て 開 設 す る デ イ ・ ケ ア に

と 十 分 で は あ り ま せ ん が 人 員 を さ ら に 配 置 で き る よ う に な り ま し た 。  

今 、 我 々 一 同 は 、 新 入 職 員 の 初 々 し さ を 肌 で 感 じ な が ら 、 新 た な 気 持 ち で

ス タ ー ト し て い ま す 。 き っ と ご 利 用 さ れ る 方 々 に も 訓 練 室 に 一 歩 足 を 踏 み 入

れ た 瞬 間 に 明 る く 、 そ し て 活 気 に 満 ち あ ふ れ た な ぁ と 感 じ て も ら え る こ と と

思 い ま す 。 よ く よ く 見 る と 先 輩 ス タ ッ フ が 新 入 職 員 の 指 導 に 汗 か き な が ら 、

必 死 の 指 導 を し て い る 光 景 も 見 ら れ る か も し れ ま せ ん 。  

今 後 も 心 に 残 る 医 療 を 提 供 す る 病 院 理 念 に 基 づ い て 、 自 分 ら の 専 門 性 を 発

揮 で き る よ う に 組 織 固 め を し て い き た い と 思 っ て い ま す し 、 そ の 一 方 で 、 出

会 っ て 良 か っ た と 思 っ て い た だ け る ス タ ッ フ で あ り た い と 思 っ て い ま す 。  

最 後 に な り ま す が 、若 い 力 ゆ え ご 意 見 、ご 要 望 を 何 な り と お 聞 か せ 下 さ い 。

今 後 と も よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科  科 長  中 原  寿 規  



 

Ｄ ｒ ，  

C10 は 、 日 本 に 現 在 で は １ 台 し か な い 機 関 車 で す 。 保 存 の 状 態 の 良 か っ た １ 台 が 現

在 、 大 井 川 鉄 道 で 走 っ て い ま す 。  

 

「新緑の中を駆ける機関車  C10」 

大井川鉄道にて撮影  

『心に残る医療を提供する』  
 

 

 

 

 

基本方針  
 

 

 

 

 

1.  地 域 社 会 に 開 か れ た 病 院  

2.  当 院 を 利 用 さ れ る 方 安 全 、 安 心 を 与 え ら れ る 病 院  

3.  常 に 新 し い 医 療 を 提 供 す る 病 院  

4.  当 院 を 利 用 さ れ る 方 達 が 気 軽 に 利 用 し や す い 病 院  

5.  当 院 を 利 用 さ れ る 方 が 満 足 を 得 ら れ る 医 療 を 提 供 す る 病 院  

6.  職 員 を は じ め 当 院 に 関 わ る 人 達 も 満 足 を 得 ら れ る 病 院  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

デイ・ケアを６月１日に開設いたします。  
 

 

対 象 者  

 「第１号被保険者」 65 歳以上の方   

介護や支援が必要であると「認定」を受けた方  

 「第２号被保険者」 40～ 64 歳の方   

介護保険で対象となる病気が原因で「要介護認定」を受けた方  

  ※第２号被保険者は，交通事故などが原因の場合は除く  

 

サービス内容  

 送迎  

 入浴  

 日常生活活動・自主トレーニング（各々の利用者様に楽しく健やかな時間をお過

ごし頂けるような内容を提供していきます）  

 健康チェック  

 食事（バイキングにて召し上がって頂きます）  

 個別リハビリテーション（リハビリテーションスタッフが中心となり，各々の利

用者様に必要なリハビリプログラムを作成し，指導していきます）  

６月より、３階病棟は  
 

 

 

に変わります。  
 

 

 

 

  春の花というと「桜」が浮かんできます。  

館林でも鶴生田川の桜と、ギネスブックにも載った  

沢山のこいのぼりが風物詩となりました。  

陽気の良い季節となりました、散歩がてらに出かけ

てみてはいかがでしょうか・・・。  

 これからも、六花会だより「爽風」を宜しくお願

いします。   平成１７年度広報紙担当一同  

編集後記 


